
 

No.維持管理-1-2 気温・WBGT（暑さ指数）などのモニタリングの実施 
 
技術の目的 
暑熱対策を実施した緑地などにおいて、モニタリングにより効果測定することで維持管理の参考にす
るとともに、暑熱対策事業の PR を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
モニタリングには以下のような手法が一般的に行われており、計測と同時に空間的な人の滞留状況な
どと併せて把握することで利用への影響などを同時にモニタリングする事例もある。 
 
1．サーモカメラなどを使用した地表面・構造物表面温度の実測 
 視覚的・面的に緑化した箇所の効果が把握しやすいことから、様々な場所でモニタリングに活用され
ている。 

 

  
人工地盤上の緑地（公開空地）と市街地の
温度差を面的に比較する出典 1 

市街地の未利用空間を緑被率 30％に緑化
し温熱環境改善効果を計測出典 1 

 
2．体感温度の実測 
 WBGT（暑さ指数）、SET＊（標準有効温度）などの指標に基づいた実測を行い、人の体感により近い
温熱環境の状況を把握する。 

 取組を実施していない場所との比較、または取組を実施する前との比較などで効果が把握できるが、
局所的な環境に影響されやすいため計測点の選定には留意する必要がある。 
 

  
公園内のベンチの利用と体感温度との関係を調査した結果、夏に対策によって体感温度が低
下することで、ベンチの利用が増加する傾向を把握する出典 1  

   



 

【※体感温度の指標について】出典 3 
 暑熱対策の効果を評価するための人の体感により近い指標として WBGT（暑さ指数）、SET（標準有
効温度）の概要を以下に示す。 
 

WBGT（暑さ指数） 
気温（乾球温度）、自然湿球温度、黒球温度を計測し計算式によっ
て求める。熱中症の危険度把握の指標として環境省からモニタリ
ングデータが公開されている。 

SET＊（標準有効温度） 
気温(℃)、相対湿度(％)、風速(ｍ/ｓ)、黒球温度(℃)若しくは平均
放射温度 MRT 125 (℃)の温熱４要素に加え、人の代謝量(met)と着
衣量(Clo)を用いて求める。 

 
 

■出典・参考資料 
 1 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム「グリーンインフラ事例集 令和 3 年 3 月版」 

https://gi-platform.com/project/#examples  
 2 環境省「まちなかの暑さ対策ガイドライン」（平成 30（2018）年） 

 https://www.env.go.jp/air/life/heat_island/guidelineH30.html 
 

基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

 ◎     
注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 
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